
･施工要領書 ･
※施工前に必訴お読みください。

※安全のため作業は必誹2人で行ってください。

松本工業株式会社
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# 工事開始のあいさつ
　　　

鴛艀エ事“牒エリアの確保
　　　　

●準備するもの
ほうき (大) ･ちりとり
ゴミ袋小2セット
保護シート(下階用)

都荷物の搬入
　　　 　●準備するもの

掃除道具･取り外し工具
脚立 (下階用)

套錢 既設ハッチ梯子取り外し
節

●準備するもの
工具 / プライヤー
一ツ/{一
針金 / 鉄 (の2 m m 位)

;写霰閼弁じチ上蓋の
●準備するもの
工具 / 六角レンチ (5 ~ 8 m m )
スパナ (10 ~ 17 m m ) 2セット
タガネ (大･小)

●準備するもの
工具/ハンマー(大)
ガス

工事の作業者が直接入ることるこなる取付階･取付下階の2室に、これから工事

が始まることを連絡します。

取付階では、既設ハッチの周辺0.5 m に置いてあるものの一時撤去を行います。
取付下階は、落下物が想定されますのでハッチの真下周辺0.5 m 内該当物の一

時撤去、保護シート設置を行ってください。

取付階では、既設ハッチの取り外し工具、掃除道具を搬入します。
取付下階では脚立を搬入します。

まず、既設ハッチの上蓋をゆっくり開けます。
下蓋も同時に開く場合は、下蓋が開かない
ように取付下階から補助をしてもらいます。
その時点で落下しそうなゴミなどを除去し
ます。
(可能であれば針金、ペンチで下蓋を応急的に開かな

くする加工をしたほうが作業性が上がります。出来な

ければ、今後の作業は下から下蓋を保持したまま行う

ことになります。)

　　　　　　　　　　　 　　

一三艶を.望ん~‐
　 　 　　　　　

　　
て-虻 -ゞ＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　

　　 　　　　　

さん~一

上蓋が開いたら、梯子がネジ止めで外せるかを確認し、外せれば適した工具を使
用して取り外します。ネジ止めで外せなければタガネ、ガスなどを用いて外します。

上蓋も梯子と同じ要領で取り外します。

この時点で、梯子本体の吊元ボルトや、上下
の蓋の連動金具、下蓋のストッパーなど既
設ハッチ内側の突起物を取り外します。要
領は梯子の取り外しと同じです。 韓
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夢既設ハッチ内の清掃
　

●準備するもの
スクレーパ
ワイヤーブラシ
ほうき (小) ･ちりとり(小)
ゴミ袋(小)

# 既設ハッチ下蓋取り外し

鰺藝′、ツチ周辺の清掃

醗酵議箋装
の
実施

●準備するもの
さびとめ塗料スプレー

●準備するもの
掃除用品
ゴミ袋 (特大7 0 0×7 0 0 m m 以上)

薹 新設ハッチ搬入･開梱

●準備するもの
カッターナイフ

馨 新設ハッチ固定
●準備するもの
工具/スパナ (17 m m )2本

ハッチ内側の表面がさびてめくれ上がっている場合など、すぐに取れてしまうもの
を除去します。また、これまでの作業で発生したさびた鉄クズや、ボルトの破片な

ど羽音掃します。

工事下階の作業者に下蓋が落ちないよう補助をしてもらい、下蓋を梯子取り外し
の要領で取り外します。このと割こ関達する突起物も除去します。

外すものが全て外せたら、取付場所の清掃を行います。

既設ハッチの露出した面に錆止め塗装を行
います。

これまでの工程で取り外した既設ハッチの不要部品搬出後、新設ハッチを搬入
します。搬出時には設置先の居室を通ることになりますので、ゴミが散らばらない
よう、袋に入れて運んでください。

新設ハッチを搬入し、開梱します。上下のハッチが仮に接続されていますのでこ
れを取り外します。このとき外したナットはなくさないようにしてください。

新設ハッチの上枠を仮置きし下階より下枠を上枠にセットします。吊元の方向を
間違えないよう確認してください。
セット時に、はしご振れ止め調整ボルトが既設ハッチに干渉しないよう、ボルトを緩
めた状態で施工してください。
※はしご吊り元方向は、地域によって異なります。所轄の消防局の指導に従って
取り付けてください。

(1)方向の間違いが無いよう確認し、取付
方向に間違いがなければ本締めを行いま
す。その後、ボルト先端にキャップを取り付け
てください。
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が, 上下蓋運動ヒンジ取付

　　
　　　 　 　
　　　

●準備するもの
スクレーパ
ワイヤーブラシ
ほうき (小) ･ちりとり(小)
ゴミ袋(小)

(2)振れ止めボルトを締めこみます。
ハッチについている振れ止めボルトを増し

締めします。ボルト先端が着座するまで締

めこんでください。

(1)下蓋ヒンジ長さの調整

下蓋が解放した状態で垂直になるようヒンジ
長さ調整ボルトを調整し、ナットでロックします。

MJT

振れ止めボルト

上蓋ヒンジ , 下蓋ヒンジ

　　
(2)上下蓋連動タイミングの調整
下蓋閉まり具合調整ボルトにて上下連動タイミングを調整します。上蓋を閉めてい
くと同時に下蓋が閉まりますので、下蓋が上蓋より先行して閉まるよう調整します。
(下蓋が完全に閉じたとき、上蓋が5cm 程度開く状態が適切です。
※下蓋が上蓋より閉まるタイミングが早すぎるとヒンジが破損する恐れがあります
ので、必ず下蓋開き加減で調整してください。
(3)関係するネジを増し締めします。

新設梯子の取り付けを行います。
輸送途中梯子解除レバーが作動しないよう
ゴムで固定されています。梯子取付けが終
わり、落下テストするまでゴムを外さないでく
ださい。
取付ネジの締め付けは以下の手順で行っ
てください。

(1)梯子を吊元ボルトで取り付け、仮締めし
ます。締め付けはスプリングワッシャがつぶ

れきらない程度で行ってください。

　　 　　
　　　　　　　

　　　　k.なき ~ ≠÷-
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#′･ツチ本体の清掃

“
霊 工事作業工Uアの清掃

●準備するもの
カッターナイフ
掃除用品
中性洗剤
タオルウエス

硼 コ-キング
●準備するもの
コーキング用品ノコーキングガン
変性シリコンコーキング2本
へら(大･小)
　

鷲 保護フィルム除去

!鷲荷物の搬出
●準備するもの
掃除用品
ゴミ袋 (特大7 0 0×7 0 0 m m 以上)

簾 使用方法の説明

鰡 工事完了のあぃきつ

(2)梯子を展開し吊元ナットを本締めします。
ハッチ取付面の傾きなど“こより、梯子が斜め
に下りる可能性があります。そのため、まず
梯子を展開し、梯子が垂直に落ちる位置で
本締めします。

(3)梯子を巻上げます。
巻上げが終わったら、ハンドルをハッチのホルダーにセットしてください。※この時

点でハッチが正常に作動するかどうか確認してください。

ハッチ本体を中性洗剤で清掃します。

コーキング前にハッチ周辺の清掃を行います。
取付階では周囲の清掃、一時撤去したものの復帰を行います。
取付下階では周囲の清掃、保護シートの撤去、一時撤去したものの復帰を行い
ます。

新設ハッチの上枠周囲にコーキングを行い
ます。

上蓋表面の保護シートをはがします。

工事に使用した工具、脚立、ハッチ梱包材などを搬出します。搬出時には設置
先の居室を通ることになりますので、ゴミが散らばらないよう、袋に入れて運んでく
ださい。

住人へハッチの使用方法について説明します。
内容は以下のとおりで、シールに表示があります。
(1)蓋の開け方 (チャイルドロックの外し方を含む)
(2)梯子の展開の仕方(レバーを確実に押すように説明してください)
(3)梯子の巻き上げ方
(4)蓋の閉め方

工事の作業者が直接入った取付階･取付下階の2室に工事が完了したことを連
絡します。
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